
農林水産省からオンラインで説明

参加者との質疑応答の様子

  

「
７
つ
の
基
本
的
な
取
組
に
関
し
て
、記
録
・

保
存
の
管
理
が
し
や
す
い
よ
う
に
、
専
用

ア
プ
リ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
良
い
の

で
は
な
い
か
」
な
ど
、
本
取
組
に
関
心
を

寄
せ
る
多
く
の
意
見
や
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
３

農
林
水
産
省
の
補
助
金
等
を

受
給
す
る
に
は
、環
境
負
荷
低
減
の

ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

実
施
が
必
要
に
な
り
ま
す
！

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
令
和
６
年
７

月
３
日
に
「
環
境
負
荷
低
減
の
ク
ロ
ス
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
等
に
係
る
説
明
会
」
を

対
面
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
県
の
各
関
係
課
職
員
を

始
め
、
県
内
の
25
市
町
村
や
Ｊ
Ａ
の
担
当

職
員
等
、
１
４
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
の
担
当

者
か
ら
「
環
境
負
荷
低
減
の
ク
ロ
ス
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
は
、新
た
な
食
料・農
業
・

農
村
基
本
法
で
定
め
ら
れ
た
、
環
境
と
調

和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た

め
に
、
農
林
水
産
省
の
す
べ
て
の
補
助
事

業
等
に
お
い
て
、
最
低
限
行
う
べ
き
７
つ

の
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
の
実
践
を
要
件

化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
取
組
自
体

は
、
農
林
漁
業
者
な
ど
が
普
段
か
ら
意
識

す
れ
ば
誰
で
も
取
り
組
め
る
も
の
で
あ
る

こ
と
、
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
自
ら

の
生
産
活
動
等
に
お
い
て
新
た
な
環
境
負

荷
が
生
じ
な
い
よ
う
、
環
境
に
や
さ
し
く
、

生
産
性
も
高
い
農
林
漁
業
の
確
立
に
つ
な

が
る
こ
と
な
ど
、
取
組
の
目
的
や
意
義
に

つ
い
て
丁
寧
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
説
明
に
対
す
る
質
疑
や
会
場
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
さ
と
う
き
び
事
業
に
関
し

て
は
、
受
益
農
家
数
が
多
い
の
で
、
報
告
・

確
認
の
事
務
負
担
を
減
ら
し
て
欲
し
い
」、

に
お
い
て
、
自
分
自
身
が
摂
取
し
て
い
る

野
菜
の
量
や
不
足
し
て
い
る
野
菜
の
量
を

正
し
く
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
理
由

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
４
日
に
は
、
明
治
安
田
生
命
保

険
（
相
）
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
日
頃

の
野
菜
摂
取
状
況
が
把
握
で
き
る
測
定
機

器
（
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

１
０
０
名
以
上
の
来
場
者
の
方
が
測
定
に

参
加
し
、
自
身
の
推
定
野
菜
摂
取
量
の
見

え
る
化
を
体
験
し
ま
し
た
（
来
場
者
の
方

の
推
定
野
菜
摂
取
量
の
平
均
は
、
２
９
０

グ
ラ
ム
で
し
た
）。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
食
料
産
業
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
３

「
６
月
は
食
育
月
間
」

食
育
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
し
た
！

　
令
和
６
年
６
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で
の

５
日
間
、
沖
縄
総
合
事
務
局
１
階
の
行
政

情
報
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
食
に
関
す
る
関

心
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
、
食
育
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
パ
ネ
ル
展
で
は
「
バ
ラ
ン
ス
よ

く
食
べ
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、「
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
と
る
メ
リ
ッ
ト
」
や
「
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
メ
ニ
ュ
ー
」
な
ど
を
紹
介

し
、
レ
シ
ピ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
４
次
食
育
推
進
基
本
計
画
で
は
、
国

民
健
康
づ
く
り
運
動
で
あ
る
「
健
康
日
本

21
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
１
日
当
た
り
の

野
菜
摂
取
量
の
平
均
値
を
３
５
０
グ
ラ
ム

以
上
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
設
定
し

ま
し
た
。「
令
和
元
年
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
」
に
よ
る
と
、
１
人
１
日
当
た
り
の
野

菜
類
摂
取
量
の
平
均
値
は
２
８
０
．
５
グ

ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
の
食
生
活

多くの方に、パネル展を見ていただきました！

ベジチェック測定中 !!

食育マーク

（食育に関する取組を分かりやすく
抽象化したもの）

食育ピクトグラム

７つの環境負荷低減の取組

仕
事
の窓窓
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仕
事
の窓窓
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←詳しくはこちら
（環境負荷低減の
クロスコンプライアンス
について）（農水省 HP）

農林漁業に由来する環境負荷に
総合的に配慮するための基本的な取組

みどりの食料システム法に基づく国の基本方針において示された

悪臭・害虫の
発生防止

環境関係法令の
遵守等

適正な施肥
N P K

適正な防除

廃棄物の発生抑制
循環利用・適正処分

エネルギーの
節減

G A S

生物多様性への
悪影響の防止

地方説明会の会場の様子

質疑応答の様子

農林水産省担当者からの各法律の説明

「食料・農業・農村基本法」の
四半世紀ぶりの改正を踏まえ、
県内の幅広い関係者の皆様と
意見交換を行いました！

　
我
が
国
の
農
業
政
策
の
基
本
理
念
や
政

策
の
方
向
性
を
示
す
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
は
、
平
成
11
年
に
制
定
さ
れ
、
約

20
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
国
内

市
場
の
縮
小
や
生
産
者
の
減
少
・
高
齢
化

な
ど
、
農
業
構
造
が
大
き
く
変
化
し
、
さ

ら
に
昨
今
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
輸

入
食
料
・
資
材
の
価
格
高
騰
な
ど
、
食
料

安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
農
林

水
産
省
で
は
、
令
和
４
年
９
月
以
降
、
現

行
基
本
法
の
検
証
・
見
直
し
に
向
け
た
検

討
に
着
手
し
、
第
２
１
３
回
通
常
国
会
に

お
い
て
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正

法
及
び
関
連
３
法
（
食
料
供
給
困
難
事
態

対
策
法
・
農
振
法
等
改
正
法
・
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
活
用
促
進
法
）
が
成
立
し
ま
し

た
。改
正
基
本
法
で
は
、生
産
、加
工
、流
通
、

小
売
、
消
費
の
各
段
階
の
関
係
者
が
連
携

す
る
食
料
シ
ス
テ
ム
と
い
う
概
念
を
新
た

に
規
定
し
、
合
理
的
な
価
格
の
形
成
や
環

境
負
荷
低
減
な
ど
、
持
続
可
能
性
を
高
め

る
取
組
を
進
め
る
た
め
、
関
係
者
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
強
く

打
ち
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
、
生
産
・
加
工
・
流
通
・
販
売
に
関

わ
る
皆
様
や
消
費
者
の
皆
様
な
ど
幅
広
い

関
係
者
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
今
般
成
立
し
た
各
法
律
等
に
基
づ

く
今
後
の
具
体
的
な
施
策
を
検
討
す
る
に

あ
た
り
、
７
月
〜
８
月
に
全
国
11
か
所
で

地
方
説
明
会
を
開
催
し
、
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
８
月
８
日
に
那
覇
市
に
お
い
て
、
対

面
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
地
方
説
明
会
で
は
、
農
林
水
産
省
か

ら
の
各
法
律
の
説
明
を
受
け
て
、
参
加
者

の
皆
様
か
ら
離
島
な
ら
で
は
の
事
情
を
踏

ま
え
た
今
後
の
農
業
の
在
り
方
な
ど
、
現

場
の
貴
重
な
声
を
伺
い
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
方
々
か
ら
の
ご
意
見
】

・
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
の
「
見
え
る
化
」

に
つ
い
て
、
ゴ
ー
ヤ
や
マ
ン
ゴ
ー
な
ど

の
沖
縄
特
有
の
農
産
物
も
対
象
品
目
に

含
め
て
欲
し
い
。

・
沖
縄
県
内
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
拡
大
に
向
け
て
、
沖
縄
総
合
事
務

局
や
県
に
は
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

・
農
産
物
・
食
品
の
合
理
的
な
価
格
の
形

成
に
向
け
て
、
沖
縄
県
は
離
島
で
あ
る

た
め
モ
ノ
を
売
る
に
も
不
利
に
な
り
や

す
い
こ
と
か
ら
一
定
の
配
慮
を
い
た
だ

き
た
い
。
　
な
ど

　
今
後
は
、
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
め
た
全

国
の
地
方
説
明
会
で
出
た
意
見
等
を
踏
ま

え
、
令
和
６
年
度
中
に
改
正
基
本
法
に
基

づ
く
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
を
策

定
し
、
施
策
の
具
体
化
を
着
実
に
進
め
、

食
料
安
全
保
障
の
強
化
等
に
向
け
て
農
業

の
構
造
転
換
を
図
る
た
め
の
施
策
を
集
中

的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
農
政
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
２
７

仕
事
の窓窓

No.8農林水産部
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